
グローバル化、デジタル化の進展に伴い、ビジネスを取り巻く

環境は変化し、求められる人材やスキルも変わってきている。

そうした中で、激変するグローバルビジネスの現場に即した資格

としてU.S.CPA（米国公認会計士）が注目を集めている。

U.S.CPA 資格試験の問題作成などを担う米国公認会計士協

会（AICPA）の試験チーム統括責任者マイケル・Ａ・デッカー

氏と、財務会計アドバイザリーとして活躍するU.S.CPAホル

ダーの山内正美氏、会計専門職大学院で教壇に立つ橋本尚

氏の鼎談を、アビタス代表の三輪がモデレータを務め進めた。

臨場感あふれるビジネスと教育、U.S.CPAの“今”をお届けする。

三輪豊明（以下、三輪）　グローバルビジネスの現場で何
が起こっているか、というテーマから始めたいと思いま
す。日本の BIG ４（４大監査法人）の１つである EY 新

グローバル化・デジタル化で変化するニーズ

日本監査法人では、今の変化をどのように感じられていま
すか。
山内正美氏（以下、山内）　会計の世界に限らず、日本は
少子高齢化などを背景に経済が縮小傾向にあるのは周知の
事実です。我々のクライアント企業も海外に成長の機会を
求めたり、人手不足や働き方開改革への対応として、デジ
タル化・IT 推進も業界を問わず課題となっています。
三輪　山内さんはアドバイザリー部門にいらっしゃいます
が、具体的にグローバル化、デジタル化に関して感じられ
る変化はありますか。
山内　私が携わる財務会計のコンサルティング分野では、
海外の買収案件が増えています。グローバルに活躍する大
規模なマルチナショナルカンパニーだけでなく、今まで海
外企業を買収したことがなく海外に初めて進出するような
企業の海外買収案件が後を絶ちません。私は海外進出する
日本企業のサポートをさせていただくことが多いのです
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が、多岐にわたる業界でさまざまな規模の企業のグローバ
ル化を実感します。

デジタル化については、AI（人工知能）やデータアナ
リティクスを利用して監査をデジタル化していく動きに加
えて、会計アドバイザリーの分野でも、テクノロジー活用
した業務効率化は不可欠であり、デジタル化に対するコン
サルティングニーズは非常に増えています。

三輪　AICPA は U.S.CPA 試験の問題作成もされていま
す。米国におけるビジネスの中で、デジタル化、IT 化の
流れを受けて、U.S.CPA の試験そのものも実務に合わせ
る形で進化している側面もあると思います。
マイケル・Ａ・デッカー氏（以下、デッカ―）　米国も日
本と同じような状況にあると思います。とくに標準化され
た仕事や単純な仕事の自動化やアウトソーシングの進展、
海外への移転などに重点がおかれています。AI やブロッ
クチェーンなど、テクノロジーやデータを活用する時代に
なっており、すでにビッグデータの活用は始まっていま
す。「今ほど変化の激しい時代はない」とはよく言われる
言葉ですが、まさにその通りです。

激しい変化のスピードに企業が対応し成長するには、デ
ジタル世代の若者が持つ専門知識やテクノロジーのスキル
を活用して、より強いグローバルビジネスを構築していか
なければなりません。国内だけでなく、世界市場の中で成
長していくのです。

CPA の試験問題を担当している私としては、会計を専
門とするファームで CPA に何が求められているかを確実
に評し、CPA を成長させていくことも、我々に課せられ
た大きな課題であると認識しています。
三輪　U.S.CPA はプラクティスアナリシス（実務分析）
というプロセスを踏みながら、ビジネスの世界で求められ
る知識を試験に反映させていますね。
デッカー　我々が行っている問題作成の本質は実務分析に
あります。これまで我々は大小のファームや CPA のグ
ループを対象に、「資格取得後２年程度の新人 CPA には
何が求められるか？　毎日どんな仕事をしているか？」な
どを調査して、７年ごとに試験を更新してきました。しか
し、我々はそれでは不十分だと感じ、2013年から2016年
にかけて大規模なリサーチを行い、新たな試験を2017年
に立ち上げました。ここでの実務分析は、ブループリント

実務に即応して進化するU.S.CPA試験

（試験出題基準）の開発、発表につながりました。ブルー
プリントでは、600のタスク・ステートメントにより、受
験者が学習すべきことを具体例で示しています。

2018年は、テクノロジーとデータの影響に注目しまし
た。「データアナリティクスはどうなっているのか？」「テ
クノロジーはどうなっているのか？」「試験にはどのよう
な影響があるのか？」といったことです。これからの
CPA はデータに抵抗感があってはなりません。多くの
ファームでは、データの加工・成形などを行うデータラン
グリングのスキルが必要ですし、V-lookup テーブルや IF
文、ピボットテーブルといったマイクロソフト社の Excel
の最低限のスキルも求められています。データ分析プラッ
トフォーム Tableau などのソフトウェアパッケージの存
在も知っている必要があります。加えて、デジタル時代に
ふさわしいマインドセットも必要です。「このデータはど
こからきているのか？」「どのようにしてデータが作られ
るのか？」「これは完全なのか？」「これはセキュアか、プ
ライベートなデータか？」「それは正確か、信頼できる
か？」「それが適切か？」を考え、「データに不足はない
か？」と疑ってみる。ビジネスが収益を上げている仕組み
や、負債の在りか、成功と成長の方法、そしてビジネス全
体でデータの活用方法を考えなければなりません。

企業は多くの仕事を外部のベンダーにアウトソーシング
しています。そのため、外注先企業にも SOC（System 
and Organization Control）監査をする必要があります。
新しく CPA を取得した人は、SOC 監査の必要性も知ら
なくてはなりませんし、そうした監査の背後にあるユー
ザーコントロールについても知る必要があります。

三輪　2020年から、U.S.CPA 試験の監査の科目の中で、
Excel のフィルタリング機能なども使って問題を解いてい
く出題がスタートすると聞いています。そういう意味では、
U.S.CPA 試験は、テクノロジー、IT を重要視する方向に
動いています。日本の会計専門職大学院での最近の動きは
いかがでしょうか。
橋本尚氏（以下、橋本）　U.S.CPA の試験が IT 等を含め
て変わるというのは、2019年の８月にサンフランシスコ
で開催された米国会計学会で学者の間でも大きな話題に
なっていました。U.S.CPA は常に実務と時代にマッチす
るように試験の内容を変えています。会計の資格というよ

ビジネス資格のグローバルスタンダード
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りもビジネスの資格として１つのグローバルスタンダード
だと考えています。会計専門職大学院である本校の教育も、
かつての計算能力重視から判断能力や見積もり能力、予測
能力重視へと変化しています。知識の吸収というインプッ
トから、いかに効率的にいろんな表現、プレゼンテーショ
ンやコミュニケーションできるかといったアプトプットス
キルの育成に重点を移行しているのです。

インバウンドの拡大で、グローバル化は国内でもおきて
います。テクノロジーの世界では、中小企業でもキャッ
シュレス化が進もうとしています。従来は大企業だけの問
題と思われていたグローバル化とデジタル化への対応が、
今は中小企業にも必要とされています。それは新しい時代
の会計専門家に求められるスキルだと思います。
山内　これまで U.S.CPA のキーワードだった会計と英語
に加えて、デジタルという要素が入ってくることで、会計
士の資格が新たな時代に入ったように感じます。日本の会
計士とは異なる味付けが加わっている。
橋本　ビジネススタイルが IT や AI を抜きには語れなく
なっていますからね。当然、時代と共にそうした方向にい
くのでしょうね。

三輪　2018年、AICPAとNASBA（National Association 
of State Boards of Accountancy；全米州政府会計委員会）
が U.S.CPA の改革を構想した CPA Evolution initiative

会計士がAIに置き換わるわけではない

と５つの原則を出しています。デッカーさんからご説明い
ただけますか。
デッカー　米国では会計士を必要としているファームが、
会計士以外の知識やスキルセットを要求していることが大
きな問題となっています。AI や自動化が会計士に取って
代わるのではないかというトレンドやメッセージのような
ものがあるからです。実際には、AI や自動化は、標準化
された一部の単純作業を置き換えつつあるのであって
CPA が AI に置き換わるわけではありません。自動化さ
れたシステムからリスク分析やコントロール分析のデータ
が戻ってきたとき、システムの動作を承認するのが、会計
士の新たな役割です。これは変化であって、これまでとは
異なる能力が会計士に要求されるということです。そうし
た変化に対応して会計士も進化していかなければならない
というのが、CPA Evolution initiative です。

試験を通過してくる会計士候補者数は減少しており、
AICPA も NASBA も、これからの会計士のあるべき姿
について、教育、職業の両面から話し合い、協力して検討
を進めています。

我々はデータアナリティクスやデジタルマインドセット
に関する評価に加え、リスクの理解についても話し合いま
した。これらは基本的な問題です。AI やロボティクスの
影響はすぐには出てこないかもしれませんが、２～３年後
も無関係というわけでもありません。会計士になろうとす
る人にはデータアナリティクスやデジタルマインドセット
を今から身につけてもらう必要があります。AI やブロッ
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クチェーンなど新しい技術を知る必要性がすぐに出てくる
からです。

こうした新たなテクノロジーやスキルに対応して、会計
士はどのように進化できるでしょうか。技術的、分析的な
専門知識の獲得が、教育からも職業としても明確に要求さ
れています。可視化できるか、理解できるか、コミュニケー
ションできるか、それを元にプレゼンできるかなどが問わ
れます。

原則の３つ目に、最初のライセンス要件の再考がありま
す。要件のいくつかについては、ライセンス認定に150単
位を要し、４つのセクション全てを18か月でパスしなく
てはならない時代にまでさかのぼります。一定の教育要件
を満たした上で、州の委員会を通じて申請しなくてはなり
ません。教育や、企業、雇用主の要求は、凄まじい速さで
変化しています。教育は変化しなくてはならず、ライセン
スへの要求も雇用主からの要求を満たすために変化しなく
てはなりません。

そのため、４つ目の原則として、やはりテクノロジーや
アナリティクスに重点をおいた再設計が必要となっていま
す。約２年間にわたるアセスメントでは、新人会計士はこ
れまでよりもキャリアの早い時期に技術的で専門的な内容
に携わっていることがわかっており、我々は基準の引き上
げを求められています。自動化によって、これまで行わな
かった作業や監査業務が生じているかもしれません。彼ら
はどのようにしてそれを行っているのでしょうか。

５つ目の原則は、変更は迅速に行われる必要があるという
ことです。州の委員会が州のライセンスに変更を加えるには
時間がかかります。また教育におけるカリキュラム変更にも
時間がかかります。教育や職業、評価団体が一丸となり、ビ
ジネスに合わせてできるだけ早急な変化への対応を考えなえ

ればなりません。容易な作業ではないと思います。

三輪　改めてファームのお話を伺いたいのですが、そもそ
も今アドバイザリー部門はどのような人材構成になってい
るのでしょうか。
山内　財務会計アドバイザリー部隊は150人ほどで構成さ
れています。そのうちの６割程度が監査法人から異動して
きた日本の会計士です。約３割が U.S.CPA で中途採用の
人もいれば監査をやってきた人もいます。残りの１割が、
英国の公認会計士（ACCA）、や香港、オーストラリア、
中国など、米国以外の海外 CPA です。国籍も多彩で、外
国人がコンスタントに１割はいます。日本人でも帰国子女
や駐在経験のある人が多いです。グローバル化対応はクラ
イアントが求める必須条件であり、海外と無関係なプロ
ジェクトはほとんどありません。言語を含めて海外対応で
きるチームを組成しています。
三輪　どういうバックグラウンドやスキルを持った人が求
められているでしょうか。
山内　会計士バックグラウンドのコンサルティング部隊で
は、お客様のリクエストに応えるには監査の視点も重要で
すが、事業会社視点でビジネスの運営の実態を理解した上
でのアドバイスでも必要ですから、それぞれの視点を持っ
た混成部隊でチームを組むと非常にいい仕事ができます。
監査出身の日本の会計士と事業会社出身の U.S.CPA 等各
国の CPA とを組み合わせたチームであれば、海外対応も
日本基準のアドバイスもできます。そうしたチームワーク
ができる人材を求めています。監査バックグランドも内部・
外部で募集していますが、中途採用で事業会社の経験があ

U.S.CPAは世界で仕事ができる
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るキャリアチェンジの人を多く採用しています。
スキルセットとしては、事業会社での経験があり、日本・

米国・その他の国の会計資格、英語に加えて、IT リテラ
シーがあれば理想的だと思います。
三輪　橋本先生、会計専門職大学院に来られる方は、ビジ
ネス経験のある方が多いんですか。
橋本　今は半々か、三分の一くらいでしょうか。新卒で大
学を卒業して会計士を目指して勉強する人と、実務経験が
あってレベルアップのために学び直してチャレンジしよう
という人、加えて最近は留学生が増えました。海外は会計
の仕事に就きたいという人が多く、とくに中国や韓国から
の留学生の中には日本の会計士だけでなく U.S.CPA を目
指す人もいます。留学生はそもそもグローバル化に慣れて
いますし、日米どこででも活躍したいというニーズがあり
ます。大学院を終えた後、会計士の試験に合格して監査法
人に行く人もいれば、一般事業会社で CFO などの仕事に
就く人や、自分で会社を立ち上げる人もいます。これを機
会に海外に出ていく人などいろいろな人たちがいます。
三輪　学生さんたちの会計士資格取得のトレンドについて
はどうでしょうか。
橋本　日本国内での仕事にこだわっている人はあまりいな
いようで、日本の会計士の資格をとってから U.S.CPA に
チャレンジしようという人もいます。U.S.CPA はグロー
バルに認識されている資格です。日本ではU.S.CPAを持っ
ていても監査報告書にサインできませんが、他の国では相
互承認もできています。そういう意味では日本の会計士の
資格はドメスティックな仕事に限られますが、U.S.CPA
はグローバルに世界で仕事ができる。国際水準の試験に合
格しているというのは、キャリアアップにつながるよいパ
スポートになっています。

三輪　「会計は世界のビジネスの共通言語である」と言わ
れますが、AI によって会計士の業務が大きく影響を受け
るのではないかという話もあります。先ほど、デッカーさ
んから「そんなことはない」というお話もありましたが、
現場の感覚として山内さんいかがでしょうか。
山内　デッカーさんのおっしゃる通り、集計などの単純作
業はどんどん自動化されていくと思いますが、より付加価
値の高い、データをどのように分析・理解し、ビジネスに
関するビジョンを描いたり戦略を練って実現していくのは

人は高付加価値の業務にシフト

人の仕事です。今後、高付加価値の業務にシフトしていく
だけで、仕事はなくならないと思います。M&A を例にと
れば、グループレポーティングなどは自動化されると思い
ますが、その結果をもってどうマネジメントしていくか
は、企業の経営陣が考えていくところだと思います。
三輪　こらから求められるスキルについてデッカーさん
は、どうお考えですか。
デッカー　コミュニケーションスキルや調査スキル、総合
的な思考力、リスク評価、価値創造といったスキルの強化
が重要となるでしょう。周りへの好奇心も必要です。「何
か忘れていることはないか？」「どうすれば成長できるの
か？」「ローカルまたはグローバルなデータとシステムの
統合」といった、自動化できないさまざまな高度なスキル
を身につけるには、データやビジネスフロー、ビジネスで
収益を上げる方法等の理解が必要になります。私たちはこ
れを評価しようとしており、多くの大学が教育をシフトし
ようとしています。
三輪　2017年からスタートした U.S.CPA の新試験では、
暗記よりも分析等を重視するという考え方がありました。
暗記や理解は AI によって置き換わっていっても、分析能
力や判断能力は人間がやらなければならない、というとこ
ろでつながっている。そんな理解で正しいでしょうか。
デッカー　以前はモデル選択問題で記憶や理解のレベルを問
う出題が60%、高度な分析・評価などをシミュレーションで
問う出題は40% でした。2017年にはそれぞれを50% としま
した。テストの専門家である心理測定学はモデル選択問題の
信頼性と同じくらい、シミュレーションや高度なスキルを評
価するようになっています。それこそが、新しくライセンス
を受ける人たちに求められていることだからです。

三輪　U.S.CPA の過去の歴史を振り返ると、私自身は
1995年、まだ紙ベースの試験の時代にモンタナまで受験
に行ったわけですが、2004年に試験がコンピュータベー
ス（CTB；Computer Based Testing）になり、2011年
に CBT-e に変更され、同時に米国内だけでなく、日本と
中東でも試験が受けられるようになりました。その後、
2017年に CBT3と呼ばれる新試験制度がスタートしてか
らは、試験の実施地域もブラジルや昨年からはスコットラ
ンド、アイルランド、ドイツへと広がってきています。
デッカー　私よりも詳しいですね（笑い）。

U.S.CPA試験は「最新」であることを意識
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2017年に新試験制度がスタートした後、2018年にはソフ
トウェアがすべて新しくなりました。PC の前に受験生が
座ると、ディスプレイの左側に項目が表示され、右側には
さまざまな添付書類や調査用の文献、または Excel の空白
のスプレッドシートか問題があります。多くの人が日常利
用している２ディスプレイを真似しようとしたのですが、
試験用に全員に２つのモニターを用意するわけにはいかな
いので、ソフトウェアで似たような環境を用意しました。
三輪　U.S.CPA は常に進化しています。なぜ、変化し続
けるのでしょうか。
デッカー　我々の大きな課題は、「試験は常に最新のもの
になっていなくてはならない」ということです。これは、
専門家として我々の試験作成を手助けしてくれている心理
測定学者たちの考えでもあります。実際、試験は常に現在
の仕事に沿った最新のものであることで、有効性や信頼性
を確保できます。

新しくライセンスを受けた会計士は今、何を知っている
必要があるでしょうか。分かりやすい例は薬剤師です。薬
剤師に必要なのは古い薬や利用されない薬の知識ではな
く、最新の薬事法や薬の使い方などであり、試験もそうし
た内容にすべきです。会計士という職業も同様です。試験
内容を最新の状態を保つのが、我々の大きな課題であり、
果たすべき役割なのです。

これまでは年に1回試験の更新を行ってきましたが、今
では試験は四半期ごとに更新しています。新しい基準がで
きたり、項目が実務にそぐわなくなってしまうからです。
あらゆる規模のファームと話し合い、新しくライセンスを
取得した CPA のマネジャーやスーパーバイザーと会っ
て、新しい CPA は何をしているかを聞いています。それ
が評価に必須だからです。

この先の研究は、データアナリティクス、テクノロジー、
デジタルマインドセットなどがあります。AI はまだ、サ
イバーセキュリティもまだ、自動化もまだですが、来年あ
るいは２年後にここで同じ話をしたら、新しい CPA たち
は、Excel を使いこなし、デジタルマインドセットに習熟
しており、さまざまなテクノロジーについても語っている
でしょう。そうした姿を実現しなければなりません。

また、監査や財務諸表に依存しているあらゆる人の公益
の保護は、CPA の役割です。したがって、我々も試験を
通じてその目標を達成しなければなりません。

三輪　U.S.CPA 取得後の、資格の活用とキャリアについ
てはいかがでしょうか。
デッカー　U.S.CPA 同士が仲間になれることは最大の魅
力の1つです。通っていた学校や合格までの試験回数にか
かわらず、みなが仲間です。U.S.CPA の資格は継続的な
教育が必要でずっと有効です。ライセンスで従わなくては
ならない行動規範があり、誰もこの資格を奪うことはでき
ません。もう１つ重要なことは、この資格は「ビジネスを
理解している証」だということです。基本を理解し応用で
きることを示しています。

ベビーブーマーが退職して小さなファームを立ち上げる
につれて、米国では小規模なファームの統合が起こってい
ます。若い CPA は家族経営のビジネスで働くか、小さな
ファームで働いて、最終的には自分のファームを所有し、
場合によっては統合を通じてより大規模なファームになっ
ていくチャンスもあります。

BIG ４をはじめとした大手ファームで働けば、世界を
股にかけて仕事をするチャンスがあるでしょう。小さな
ファームで働いてもいいし、大手のファームで働くことも
できるし、教育に関わることもできるでしょう。働く国の
選択肢も広がり、さまざまなチャンスが提供されるでしょ
う。U.S.CPA は国際的に認められた資格ですから、履歴
書に記入すれば準備は万端です。
三輪　日本では、我々日本人が U.S.CPA を取得して、
ファームの中でどんなキャリアが積めるでしょうか。
山内　監査に関しては日本基準での監査報告書を出すには
日本の会計士である必要があるので、そこに制限は当然あ
ります。しかし、アドバイザリーについては、エンゲージ
メントパートナーとして責任者になるには日本の会計士で
ある必要はありません。私のようにパートナーになる道は
普通に拓けています。差別は全くありません。顧客の求め
るものを高品質で提供するのがアドバイザリーの役割で
す。顧客から求められるアドバイザーになれば、いくらで
もキャリアパスは描くことができると思います。
三輪　アドバイザリー部門であれば、会計資格という点で
は、日本であれ US であれ関係ないわけですね。会計資格
は何か１つ、もっていたほうがよいでしょうか。
山内　はい。会計のプロフェショナルとしてアドバイザリー
のするので、高いレベルの知識と理解力があることを証明
する会計士は持っているべき資格ではあると思います。

U.S.CPAにはさまざまなチャンス

アビタス通信Vol.5406



三輪　会計専門職大学院を出られた方は、どうでしょうか。
橋本　U.S.CPA を取得する人は、キャリアアップを狙っ
ている人が多いと思います。ビジネス全般の資格であると
同時に英語の資格でもあるので、日本では会計の知識があ
る人よりも英語が得意な人のほうが U.S.CPA が取得しや
すい傾向があるようです。会計や監査のバックグランドは
ないけれども、U.S.CPA を取得したり、大学院に入って
MBA をとろうという人は少なくありません。欧米ではた
いていマスター（修士）を持っていて、ドクター（博士）
まで持っている人もいます。日本人のビジネスパーソンは、
どうしても学部卒業で就職します。ある程度、高度な判断
をするような人は、経営学修士と U.S.CPA をセットで取
得すればさらに強い武器になると思います。
三輪　確かに U.S.CPA を受験するとき、現在150単位求
められるのが一般的になってきていて、実質的にはマス
ターを持っているというのが当たり前になってきているの
かもしれませんね。

三輪　最後に読者にメッセージをお願いします。
山内　デッカーさんのお話に、私もすごく刺激を受けまし
た。私が U.S.CPA を取得したのは昔なので、もう一度受
け直したほうがいいのかと（笑い）。まさに時代が求める
ものに試験の内容を変えているところが素晴らしい資格だ
と思います。以前は、会計基準の資格という感じだったの
が、今はグローバルビジネスに必要なスキルを試すような
資格だと思います。橋本先生がおっしゃるように、まさに
キャリアアップの強力な武器として使えると思います。ぜ
ひ頑張って挑戦していただきたいと思いますし、取得後は
アドバイザリーという道もありますので、そこでも是非活
躍していただきたいですね。日本企業のグローバル化、デ
ジタル化を直接支える仕事ですので、そういった意味でも
やりがいのある仕事だと思います。
三輪　150人いらっしゃるスタッフの中には様々な国の会
計士の方がいたり、国籍も様々な方々が集まって、魅力あ
る、やりがいある職場だと思います。U.S.CPA が、そう
したところに入る１つのきっかけになるというのは嬉しい
ことです。
山内　はい。極めて強力なアピールポイントになると思い
ます。
三輪　橋本先生、いかがでしょうか。

キャリアアップの強力な武器を手に入れる

橋本　日本人も働き方改革等で仕事と生活の両立が必要と
されています。今の仕事はチームで働くので、その中で多
様性を認めながら、自分の存在感を改めて認識していくの
が今日のグローバル化、デジタル化が生み出した社会での
働き方であろうと思います。

今後、仕事はますます高度化し、ある面では AI などで
効率化する面もあって、仕事の中身も変わってくると思い
ます。その中で、人間としての倫理観を大事にしてもらい
たい。AI の時代にあっても、最後の正しい判断をするの
が人間の仕事です。ビジネスの世界で、倫理観をもって
AI を使いこなしていくような人材を育成していきたいと
思います。
三輪　では、最後にデッカーさんから。
デッカー　ビジネスに興味がある人にとって、U.S.CPA ほ
ど価値がある資格はありません。今の若者は持続性を求め、
公共の利益を守るために、倫理的に信頼できることをした
いと考えています。規範に沿った行動を望み、より素晴ら
しい地域社会づくりに貢献したいと思っています。それら
は会計士の中に、深く根付いたものだと考えています。

中には親が苦労している背中を見ながら育った若者もい
るかもしれません。U.S.CPA は安定した仕事の提供と自
由度の高いキャリア設計を提供します。出産後、会計士と
して仕事に復帰することもできますし、ほとんどのファー
ムがワークライフバランスを考慮しています。会計事務所
も企業も変化しつつあります。その中でも、U.S.CPA は
発言力があると思います。履歴書に U.S.CPA と書けば人
生の準備は万全です。世界中でこれに勝る資格はないと思
います。

（本稿は 2019 年 9 月、東京都内で行われた鼎談を編集部でまとめたものです。）
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イベントスケジュール

「会計＝役立つ・楽しい」を体感！会計知識の必要性と研修から始まる積極的な学び

HRカンファレンス2019秋 満足度上位講演に選出
人事・研修企画担当者向け

会計研修体験セミナー【無料】

【講師】

伊藤 勝幸氏

アビタス講師 / 米国公認会計士（U.S.CPA）/ 公認内部監査人（CIA）
大学卒業後、渡米してシアトルを拠点とした製造メーカーに勤務。帰
国後、大手監査法人の金融部に所属し、金融機関に対する会計監査、
自己資本比率規制監査、IFRS コンバージェンスアドバイザリー業務な
どを行う。U.S.CPA、CIA を取得。アビタスで常にトップクラスの評
価を受ける大人気講師。

【対象者】

人事部門 研修企画ご担当者様、各部門研修企画ご担当者様
※個人の学習目的のご参加はお断りさせていただきます。

■会　場：アビタス八重洲校
 東京都中央区日本橋３丁目６－２ 日本橋フロント 4 階

■参加費：無料

お問い合わせ
アビタス法人営業グループ 片岡
training@abitus.co.jp
Tel: 03-3299-3130

申込方法 ■ 専用フォーム
https://t.abitus.jp/200313

プ
ロ
グ
ラ
ム（
予
定
）

・なぜ企業で会計研修が必要なのか？
・財務諸表が「読める」3 段階のレベル
　①数字の意味がわかる
　②数字を分析できる
　③数字の成り立ちを理解できる
・それぞれのレベルの学習のポイント（模擬講義）
・研修事例　　他
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2020/3/13（金）　14:00 ～ 15:30（13:30 開場）

今や現場が会計を理解していることが、会社の強化に直結する時代です。そんな中、「もっと社員に会計に関心を持ってほしい」と考える
企業が増えています。しかし、効果的な研修が実施できていないために、会計離れを加速させているケースも少なくありません。本セミナー
は、実際に企業研修を担当している講師が登壇し、研修企画をご担当されている皆様に、数字を見る社員の目が今日から変わる
会計研修とはどんなものか、を体感いただきます。


